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視
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平
素
よ
り
帝
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院

脳
神
経
外
科
の
病
診
連
携
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
感
謝
い
た
し
ま
す
。
当
科
で
は
、

患
者
さ
ん
の
体
の
負
担
を
最
小
限
に
抑
え

つ
つ
、
最
大
限
の
治
療
効
果
を
発
揮
す
る

「
低
侵
襲
脳
神
経
外
科
手
術
」
の
実
現
を
目

標
に
、
日
々
、
努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
今
、
脳
神
経
外
科
領
域
で
起
こ

り
つ
つ
あ
る
、
新
た
な
変
革
に
つ
い
て
、

ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

近
年
、
脳
神
経
外
科
領
域
で
は
、〝
低
侵

襲
化
〞
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。
脳
卒
中
の
分
野
で
は
、
カ

テ
ー
テ
ル
を
使
っ
た
血
管
内
治
療
の
進
歩

が
あ
り
ま
す
。
従
来
は
有
効
な
治
療
法
の

な
か
っ
た
急
性
期
脳
梗
塞
や
、
く
も
膜
下

出
血
の
原
因
と
な
る
脳
動
脈
瘤
に
つ
い
て
、

開
頭
（
頭
皮
を
切
開
し
、
頭
蓋
骨
を
開
い

て
行
う
手
術
手
技
）
を
必
要
と
せ
ず
、
安

全
に
治
療
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

血
管
内
治
療
は
、
血
管
と
い
う
、
も
と
も

と
人
間
の
体
に
備
わ
っ
た
解
剖
学
的
な
空

間
を
利
用
し
て
脳
深
部
の
病
変
に
到
達
す

る
た
め
、
脳
自
体
に
触
れ
る
こ
と
な
く
、

安
全
か
つ
よ
り
効
果
的
に
治
療
が
可
能
と

な
っ
た
わ
け
で
す
。

　

こ
う
し
た
〝
低
侵
襲
化
〞
の
波
は
、
脳

腫
瘍
の
手
術
に
も
及
ん
で
お
り
、
内
視
鏡

を
駆
使
す
る
こ
と
で
、〝
体
の
中
か
ら
〞
手

術
を
行
う
技
術
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
は
治
療
困
難
と
さ
れ
て
い
た
り
、

治
療
に
は
患
者
さ
ん
に
大
き
な
体
の
負
担

を
強
い
る
必
要
が
あ
っ
た
り
し
た
、
様
々

な
脳
腫
瘍
に
つ
い
て
、
安
全
に
治
療
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

脳
神
経
外
科
領
域
で
は
、
以
前
か
ら
、

顕
微
鏡
を
使
用
し
、
頭
蓋
骨
の
外
か
ら
病

変
部
を
観
察
し
て
手
術
が
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
脳
深
部
に
あ
る
術
野
を

拡
大
し
て
外
か
ら
視
認
し
な
が
ら
行
わ
れ

る
た
め
、
手
術
に
伴
い
、
脳
の
限
ら
れ
た

隙
間
を
利
用
し
た
り
、
脳
を
牽
引
し
て
隙

間
を
広
げ
た
り
し
て
術
野
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
脳
腫
瘍
の
中
で
も
、
頭

蓋
底
か
ら
発
生
す
る
髄
膜
腫
や
下
垂
体
腺

腫
、
神
経
鞘
腫
な
ど
、
頭
蓋
底
腫
瘍
の
手

術
で
は
、
こ
の
〝
隙
間
〞
よ
り
も
病
変
の

方
が
圧
倒
的
に
大
き
く
、
顕
微
鏡
下
で
限

ら
れ
た
視
野
で
の
手
術
で
は
、
多
く
の
問

題
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

神
経
内
視
鏡
の
導
入
は
、
こ
う
し
た
術

野
の
視
認
性
に
関
す
る
問
題
を
一
気
に
解

決
し
ま
し
た
。
人
間
の
頭
部
に
は
、
鼻
腔

を
は
じ
め
、
蝶
形
骨
洞
や
副
鼻
腔
、
乳
突

蜂
巣
と
い
っ
た
外
か
ら
見
え
な
い
空
洞
が

複
数
存
在
し
ま
す
。
ま
た
、
脳
の
中
に
も

脳
槽
や
脳
室
と
い
っ
た
髄
液
で
満
た
さ
れ

た
大
き
な
空
間
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
内

視
鏡
下
で
行
う
手
術
で
は
、
こ
う
し
た
本

来
備
わ
っ
て
い
る
空
洞
を
経
由
し
て
、
脳

深
部
の
病
変
に
安
全
に
到
達
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
小
さ
な
入
り
口
か
ら
で
も
、

広
い
視
野
の
も
と
で
の
手
術
が
可
能
で
す
。

腫
瘍
も
周
辺
の
解
剖
構
造
も
、
す
べ
て
し
っ

か
り
と
確
認
で
き
る
の
で
、
手
技
自
体
が

容
易
と
な
り
、
手
術
時
間
の
短
縮
と
成
績

の
向
上
が
、
同
時
に
達
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
手
術
に
際
し
、
頭
皮
の
切
開
を
全

く
必
要
と
し
な
い
か
、
必
要
な
場
合
で
も

小
さ
な
切
開
で
済
む
た
め
、
美
容
的
に
も

優
れ
て
お
り
、
患
者
さ
ん
の
早
期
社
会
復

帰
を
さ
ら
に
後
押
し
す
る
結
果
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

当
科
で
は
、
こ
う
し
た
低
侵
襲
治
療
に

早
期
よ
り
着
目
し
、
患
者
さ
ん
の
一
日
も

早
い
社
会
復
帰
の
実
現
を
目
指
し
て
、

日
々
、
努
力
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
脳
血

管
内
治
療
の
専
門
医
が
5
名
（
内
、
2
名

は
指
導
医
）、
脳
卒
中
外
科
手
術
の
認
定
医

が
2
名
、
神
経
内
視
鏡
手
術
の
技
術
認
定

医
が
3
名
、
在
籍
し
て
い
ま
す
。
脳
卒
中

診
療
に
つ
い
て
は
、
血
管
内
治
療
や
内
視

鏡
下
で
の
脳
出
血
の
治
療
が
、
24
時
間

3
6
5
日
行
う
こ
と
の
で
き
る
体
制
を
構

築
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
脳
腫
瘍
に
つ
い

て
も
、
一
般
に
は
手
術
が
難
し
い
と
さ
れ

る
頭
蓋
底
腫
瘍
か
ら
、
神
経
膠
腫
や
リ
ン

パ
腫
な
ど
の
悪
性
脳
腫
瘍
ま
で
、
あ
ら
ゆ

る
病
態
に
対
応
可
能
で
す
。

　

当
科
に
は
、
幅
広
い
治
療
の
経
験
と
多

く
の
手
術
経
験
の
あ
る
脳
神
経
外
科
医
、

最
新
の
治
療
器
機
、
さ
ら
に
、
病
気
を
熟

知
し
た
ス
タ
ッ
フ
と
明
る
く
開
放
的
な
病

棟
の
す
べ
て
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
脳
の

病
気
で
お
困
り
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
ら
、
い
つ
で
も
遠
慮
な
く
、
ご
相
談

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

帝京大学医学部附属病院
脳神経外科のスタッフ
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【専門分野】
・下垂体腫瘍や頭蓋底腫瘍の内視鏡手術
・顕微鏡と内視鏡を駆使した脳腫瘍の手術
・AIやコンピュータグラフィックス画像を
  駆使した手術シミュレーションに関する研究

最先端の神経内視鏡手術システム
（4K-ICG内視鏡と当科で開発した
3D画像搭載手術用ナビゲーション）

脳神経外科病棟からの景色
西側の窓からは富士山が大きく、はっきりと見え、東側の窓からは、遠くに筑波山が一望できる。

決
し
ま
し
た
。
人
間
の
頭
部
に
は
、
鼻
腔

を
は
じ
め
、
蝶
形
骨
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や
副
鼻
腔
、
乳
突

蜂
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え
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。
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入
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縮
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績
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。
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よ
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。
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医
、

最
新
の
治
療
器
機
、
さ
ら
に
、
病
気
を
熟

知
し
た
ス
タ
ッ
フ
と
明
る
く
開
放
的
な
病

棟
の
す
べ
て
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
脳
の

病
気
で
お
困
り
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
ら
、
い
つ
で
も
遠
慮
な
く
、
ご
相
談

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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帝
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
　
産
婦
人
科
　
主
任
教
授
　
長
阪 

一
憲

地
域
に
頼
ら
れ
る
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
て

2000年　愛媛大学医学部医学科 卒業
2008年　東京大学大学院医学系研究科 卒業
2008年　国際遺伝子工学バイオテクノロジーセンター
 （イタリア　トリエステ）招聘研究員
2011年　関東労災病院産婦人科　医長
2012年　東京大学医学部附属病院　女性診療科産科 
2017年　帝京大学医学部産婦人科学講座　講師
2020年　帝京大学医学部産婦人科学講座　准教授
2021年　帝京大学医学部産婦人科学講座　主任教授

Perinatal Center
　

帝
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
（
以
下
、

当
院
）
は
、
１
９
９
８
年
4
月
に
総
合
周

産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て
認
定
を

受
け
て
い
ま
す
（
都
内
で
2
番
目
）。
周
産

期
領
域
で
の
救
急
・
重
症
管
理
、
治
療
に

対
応
で
き
る
施
設
と
し
て
、
24
時
間
体
制

で
地
域
の
受
け
入
れ
体
制
を
確
保
し
、
高

度
な
医
療
を
行
う
こ
と
が
、
私
た
ち
の
使

命
で
す
。

　

当
院
は
、
東
京
都
が
定
め
る
区
西
北
部

ブ
ロ
ッ
ク
（
板
橋
区
、
北
区
、
豊
島
区
、

練
馬
区
）
に
あ
り
ま
す
が
、
区
東
北
部
ブ

ロ
ッ
ク
（
荒
川
区
、
足
立
区
、
葛
飾
区
）

の
搬
送
先
調
整
担
当
と
し
て
も
配
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
広
い
地
域
で
の
母
体

救
命
救
急
対
応
、
ハ
イ
リ
ス
ク
妊
娠
に
対

す
る
医
療
、
高
度
な
新
生
児
医
療
を
担
う

義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
少
子
高
齢
社
会
が
進
み
、
さ
ま

ざ
ま
な
ハ
イ
リ
ス
ク
妊
娠
・
分
娩
に
対
す

る
安
全
な
管
理
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
一
方

で
、
働
き
な
が
ら
安
心
し
て
妊
娠
・
出
産

を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
妊
婦
健
診
の
利
便
性

や
快
適
性
を
保
ち
つ
つ
、
早
期
の
職
場
復

帰
を
求
め
る
ニ
ー
ズ
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
当
院
で
は
、「
セ
ミ
オ
ー
プ
ン
シ

ス
テ
ム
」
を
導
入
い
た
し
ま
す
。
セ
ミ
オ
ー

プ
ン
シ
ス
テ
ム
と
は
、
地
域
の
連
携
病
院

（
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
診
療
所
）
と
連
携
し
、
妊

婦
健
診
は
自
宅
や
職
場
近
く
の
通
い
や
す

い
連
携
病
院
で
、
分
娩
は
当
院
で
、
と
い
っ

た
形
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
妊
婦
さ
ん
が

安
心
し
て
出
産
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の

で
す
。

　

ま
た
2
0
2
2
年
7
月
よ
り
、「
和
痛
（
無

痛
）
分
娩
」
も
導
入
い
た
し
ま
し
た
。
和

痛
分
娩
で
は
、
分
娩
時
の
痛
み
を
大
き
く

緩
和
で
き
る
こ
と
と
産
後
の
回
復
を
促
せ

る
こ
と
が
利
点
で
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
社

会
復
帰
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
麻
酔
科
専
門
医
、
新
生
児

科
医
、
産
科
医
、
助
産
師
が
し
っ
か
り
と

チ
ー
ム
を
組
ん
だ
万
全
な
医
療
体
制
の
も

と
で
和
痛
分
娩
を
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、

大
変
お
す
す
め
で
す
。
和
痛
分
娩
の
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
事
前
に
十

分
理
解
で
き
る
よ
う
に
、「
和
痛
分
娩
麻

酔
外
来
」
も
開
設
し
て
い
ま
す
。
当
院
で

の
和
痛
分
娩
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
、
内
容

を
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
い
つ
で
も
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

当
院
で
は
、
引
き
続
き
、
地
域
の
す
べ

て
の
妊
婦
さ
ん
が
安
心
、
安
全
に
分
娩
で

き
る
よ
う
な
周
産
期
医
療
体
制
を
整
え
て

ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

帝京大学医学部附属病院　産婦人科　主任教授　
長阪 一憲　（ながさか かずのり）

【専門分野】
産婦人科学
内視鏡下手術（腹腔鏡・子宮鏡）
婦人科腫瘍
臨床遺伝学

!"#$%&'()*+,-,.!

!"#$%&'()*+
,-./01
23456789./4
:;<=>?

!"#$%&'()*+,-./012
3456789./012

/012345
678"9:
;<=>1?@
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（紹介状のない方は選定療養費として7,700円ご負担いただきます。）

紹介状をお持ちの患者さん

JR埼京線 十条駅
　 北口より徒歩約10分
　 北口ロータリータクシー乗り場より約6分

都営三田線 板橋本町駅
　 A1出口より徒歩約13分
　 A1出口より約6分

JR埼京線 板橋駅
　 西口①番のりばより
　　 帝京大学病院経由、王子駅行き 王22 （約8分）
　 　「帝京大学病院」バス停下車
　 西口より約9分

JR各線 赤羽駅
　 東口⑤番のりばより
　　 高円寺駅北口行き 赤31 （約11分）
　 　「姥ケ橋」バス停下車徒歩約5分
　 西口⑥番のりばより王子駅行き 赤50 （約14分）
　 　「上十条四丁目」バス停下車徒歩約5分
　 西口より約12分

上の地図は略図のため、実際の地形とは異なりますのでご注意ください。

2

3

4

1

JR京浜東北線・東京メトロ南北線 王子駅
　 北口⑥番のりばより
　　 帝京大学病院経由、板橋駅行き 王22 （約12分）
　 　「帝京大学病院」バス停下車
　 北口より約9分

JR各線・東京メトロ各線 池袋駅
　 西口より約16分

東武東上線 上板橋駅
　 北口①番のりばより王子駅行き 王54 （約13分）
　 　「姥ケ橋」バス停下車徒歩約5分

東武東上線 ときわ台駅
　 北口①番のりばより王子駅行き 王54 （約9分）
　 　「姥ケ橋」バス停下車徒歩約5分
　 北口より約12分

※所要時間は日中平常時、最短時間の目安となっておりますので、
　時間帯や道路状況により異なります。

5

タクシーをご利用の場合　　 バスをご利用の場合　　 徒歩の場合

6

7

8

帝京大学医師会からのお知らせ

帝京大学医師会では、日本医師会認定産業医のための産業医研修会を毎年開
催しております。帝京大学医学部附属病院で研修を受けながら、認定に必要
な50単位を1年間で全て取得することが容易となりますので、是非ご参加くだ
さい。開催日程等の詳細は帝京大学医師会ホームページをご覧ください。

帝京大学医師会ホームページ
URL　http://www.med.teikyo-u.ac.jp/ishikai/workshop/

【 産業医研修会について 】 ▼詳細はこちら

①予約電話（03-3964-1498）までお電話ください。
　電話予約の際にご確認させていただく項目
　（お名前、生年月日、性別、住所、電話番号など）
②予約完了
③当日は15分前までに初診受付までお越しください。

◎初診受付　【診療受付時間】　
　平　日 8:30～11:30/13:00～14:30　
　土曜日 8:30～11:30
　直接初診受付へお越しください。
※当日の診察状況によっては受診できない場合もございます。

紹介状をお持ちでない患者さん

A1出口

板
橋
本
町
駅

3号館

帝京高等
看護学院

地下駐車場入口

バス停「上十条四丁目」

バス停「姥ヶ橋」

国
道
17
号
線（
中
山
道
）

首
都
高
速
5
号
線

救急外来
入口

病院
大学棟
本館

本部

1号館
2号館

石神井川
駐輪場入口
バイク置場

4号館

加賀中学校

加賀小学校

王子第五小学校 王子▶

◀西が丘

◀高円
寺

帝京中学校
・高等学校

十
条
駅

上板
橋
駅

ときわ
台
駅

赤
羽
駅

王
子
駅

セブンイレブン
稲荷台

帝京大学病院入口

ファミリーマート環状7
号線

池袋駅 板橋駅

JR
埼
京
線

東武東上線

セブンイレブン

タクシー乗り場
正面入口 西入口

東入口

都
営
三
田
線

2

3

4

5

6

7

8

1

バス停「帝京大学病院」




